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広報161号

入学式

令和５年５月号

№161
平谷村の人口と世帯（令和４年4月１日現在）
人　口 379人　男 180人　女 199人
世帯数 187世帯



広　報　ひ　ら　や第 161 号 令和 5年 5月（2）

歳
入
会
計　
12
億
７
，７
０
０
万
円

令和５年度 当初予算
一般会計　12億7,700万円

地方譲与税等
24,126千円　1.9％

地方譲与税 12,681千円
利子割交付金 4千円
配当割交付金 86千円
株式等譲渡所得割交付金 72千円
法人事業税交付金 496千円
地方消費税交付金 7,310千円
環境性能割交付金 471千円
ｺﾞﾙﾌ場利用税交付金 3,006千円

村民税 15,030千円
固定資産税 51,234千円
軽自動車税 1,656千円
たばこ税 1,306千円
入湯税 7,000千円

分担金及び負担金 161千円
使用料及び手数料 17,304千円
財産収入 769千円
寄付金 13,150千円
繰入金 143,985千円
繰越金 30,000千円
諸収入 9,648千円

県支出金
16,906千円
1.3％

国庫支出金国庫支出金
223,039千円223,039千円
17.5％17.5％

依依
存存

財財源源
自自主主財財

源源

依
存

財源
自主財

源

歳　入
1,277,000千円

985,757千円985,757千円
77.2％77.2％

地方交付税地方交付税
540,000千円540,000千円
42.3％42.3％

地方交付税
540,000千円
42.3％

985,757千円
77.2％

国庫支出金
223,039千円
17.5％

村債村債
181,686千円181,686千円
14.2％14.2％

村債
181,686千円
14.2％

村税村税
76,226千円76,226千円
6.0％6.0％

その他自主財源その他自主財源
215,017千円215,017千円
16.8％16.8％

村税
76,226千円
6.0％

その他自主財源
215,017千円
16.8％
291,243千円291,243千円
22.8  ％22.8  ％

291,243千円
22.8  ％

　令和５年度一般会計及び特別６会計当初予算は３月 10 日村議会定例会に上程され、3 月 22 日可決されました。
　令和５年度予算編成の方針として、第５次平谷村総合計画、平谷村総合戦略、平谷村過疎自立促進計画等に基づき、村民の皆さん
と共にあらゆる団体が参画し、地域が一つとなって村づくりを着実に進めて行くことを主眼として、特に次の４点について、重点事
業としています。
　○村民のニーズ、視点に立ち、真に必要な事業を重点的に実施する
　○行財政のスリム化と経費節減等による、安定した財政運営
　○平谷村総合戦略、平谷村総合計画、平谷村過疎計画を基本として着実かつ効率的な実施
　○住民負担の公平性に努める

　令和５年度一般会計予算は、歳入歳出それぞれ 1,277,000 千円で前年度より 247,000 千円
（24.0%）の増額となりました。

　歳入では、村税・使用料・諸収入等の自主財源は、291,243 千円（総額の 22.8%）で、うち村税が 76,226
千円（6.0%）、使用料及び手数料が 17,304 千円（1.4％）、繰入金 143,985 千円（11.3％）などとなっています。
一方、地方交付税や国・県の補助金などの依存財源は、985,757 千円（総額の 77.2%）であり、うち地方交付税

歳入
が 540,000 千円（42.3%）、国県支出金 239,945 千円（18.8%）、村債 181,686 千円（14.2％）などとなっています。

　主な事業は左記のとおりです。

　歳出では、目的別に見ると、総務費 488,561 千円（38.3%）、衛生費 120,135 千円（9.4%）、教育費
114,206 千円（9.0%）、土木費 112,238 千円（8.8％）、次いで公債費、商工費、農林水産業費、民生費の順と
なっています。

歳出
　　このうち、総務費は前年比 108.2％増となっています。これは、ケーブルテレビネットワークの FTTH（光ファイバー）伝送路へ
の更新事業等により増額になっています。
　また、土木費は前年比 28.5% 増となっていますが、これは親子留学住宅 2 棟の新規建設工事等に伴う増額となっています。
　公債費は前年比 12.3％の増となっています。これは過疎対策債、臨時財政対策債によるものです。
　次に性質別では、普通建設事業費 351,631 千円（27.5%）、補助費 261,392 千円（20.5%）、人件費 207,775 千円（16.3%）、
物件費 203,328 千円（15.9%）などとなっています。
　このうち、普通建設事業費は上記の FTTH 伝送路工事、住宅建設工事等により、前年比 150.3% 増となっています。さらに補助
費も上記の FTTH 伝送路事業等により前年度比 16.2% の増、また公債費は過疎対策債、臨時財政対策債により、前年比 12.3%
の増となっています。　
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予備費　4,102千円　0.3％
諸支出金　10,500千円　0.8％

教育費
114,206千円
9.0％

消防費
28,463千円
2.2％

議会費
22,885千円　1.8％

目的別

予備費
4,398千円　0.4％

積立金
10,175千円
0.8％

補助費
261,392千円
20.5％

扶助費　14,342千円　1.1％

維持補修費
9,380千円　0.7％

人件費人件費
207,755 千円207,755 千円
16.3％16.3％

性質別

うち職員給うち職員給
72,742千円　8.4％72,742千円　8.4％
うち職員給
72,742千円　5.7％

農林水産業費農林水産業費
94,121千円94,121千円
7.4％7.4％

農林水産業費
94,121千円
7.4％

土木費土木費
112,238千円112,238千円
8.8％8.8％

公債費公債費
97,613千円97,613千円
7.6％7.6％

公債費
97,613千円
7.6％

物件費物件費
203,328千円203,328千円
15.9％15.9％

物件費
203,328千円
15.9％

普通建設事業費普通建設事業費
351,631千円351,631千円
27.5％27.5％

普通建設事業費
351,631千円
27.5％

公債費公債費
97,613千円97,613千円
7.6％7.6％

公債費
97,613千円
7.6％

繰出金繰出金
116,966千円116,966千円
9.2％9.2％

繰出金
116,966千円
9.2％

総務費総務費
488,561千円488,561千円
38.3％38.3％

総務費
488,561千円
38.3％

民生費民生費
88,365千円88,365千円
6.9％6.9％

民生費
88,365千円
6.9％

衛生費衛生費
120,135千円120,135千円
9.4％9.4％

衛生費
120,135千円
9.4％

商工費商工費
95,811千円95,811千円
7.5％7.5％

商工費
95,811千円
7.5％

土木費
112,238千円
8.8％

人件費
207,755 千円
16.3％

事　業　名 事業の概要 事業費
（千円）

子
育
て
・
教
育

福祉医療費給付事業 乳幼児から高校生まで受給者負担無料、その他は１件 300 円負担。 2,775

小学校講師活用事業 県による担任教諭が 3 名、県講師が 1 名となるため、専業の魅力化のため村費による講師を 1 名配置する。 3,669

ひらひら平谷運営事業 ひらひら平谷の維持管理費、教育の魅力化、親子留学、移住定住事業、大学生交流事業の予算化。 11,828

地域おこし協力隊
及び集落支援員事業

（教育関係）

・ ひらひら平谷の管理運営及び子どもの自主性、社会性を高めるための活動。学校教育の改革、研究、そ
の他学校教育補助（地域おこし協力隊員、継続 3 名、新規 2 名）

・ 集落の点検、あり方検討、移住・交流、農山村親子留学、農村教育交流、地域活動補助（集落支援員、
継続 1 名）

30,718

中学校スクールバス
更新事業

へき地児童生徒援助費等補助金事業（国庫補助）により、中学校のスクールバスを更新する。（1 台、27 名
乗り）、新年度より高校生の利用も可能とする。 9,086

高
齢
者
・
障
害
者
・
そ
の
他
健
康
福
祉

デイサービスセンター等
維持管理・事業委託他

社会福祉協議会事務委託 14,446 千円
・ 地域住民グループ支援、高齢者生きがいと健康づくり事業、IADL 事業、介護予防事業、安心ふれあい事業、

各種団体事務事業、社会福祉事業（敬老会）、デイサービスセンター管理・運営、多目的運動施設管理・運営
14,446

健康長寿応援事業 75 歳以上の者に敬老祝い金（2,000 円）及び高齢者の健康長寿と村内企業を応援し、村の活性化を目的と
して、プレミアム商品券 1 人 3,000 円を支給する。 240

保健事業
・後期高齢者検診全額補助、がん検診補助、骨密度測定、妊婦・乳児検診、その他検診等補助
・インフルエンザワクチン接種補助、予防接種関連補助
・出産子育て応援交付金

4,923

産
業
活
性
化

野生鳥獣被害対策事業 ニホンザル 30 頭、小動物 40 頭、カラス 20 羽、アライグマ 5 頭、ハクビシン 20 頭、アナグマ 10 頭、
ニホンジカ 200 頭、イノシシ 40 頭、熊 3 頭分の駆除報償金 6,941

森林経営管理制度事業
（森林環境譲与税） 経営管理権取得箇所巡視、予備調査、意向調査事業、森林経営管理事業 12,822

地域おこし協力隊事業 
（農林観光関係）

・農林観光事業を推進するため地域おこし協力隊 5 名　
・地域おこし協力隊員起業補助金 26,538

ものづくり産業等 
支援事業

Ⅰ．雇用・担い手支援　1 名分　2,250 千円
　　新規就農・就林・就業（経営開始型）個人へ・・・給付金 150 万円以内 / 年【期間 2 ～ 5 年間】
　　青年就業者（職員雇用型）企業・事業主へ・・・・給付金 150 万円以内 / 年【期間 2 年間】
Ⅱ．人材育成支援　　2 件分　600 千円　　
　　研修・資格取得（担い手型）個人へ、（職員雇用型）企業・事業主へ・・・費用の 8 割補助：30 万円以内
Ⅲ．ものづくり支援　1 件分　26,500 千円
　　新分野進出、規模拡大する企業・事業主へ・・・経費の 8 割補助：2,500 万円以内
　　新商品開発等する企業・事業主へ・・・経費の８割補助：500 万円以内

29,350

温泉施設管理事業
ひまわりの湯
源泉揚湯ポンプインバーター修繕工事、源泉揚湯ポンプ記録計機器更新工事、源泉揚湯ポンプ分解点検整備
工事、露天風呂濾過器取替工事

14,599

スキー場施設管理事業 第 1 ペアリフト握索機整備工事、チケット売場改修工事、老朽ハイドランド交換及び配管布設替え工事、レス
トハウス厨房給水・ガス設備改修工事 18,123

生
活
環
境

CATV 運営事業

現在の HFC（同軸）ケーブルテレビネットワークを FTTH（光ファイバー）伝送路に更新することにより、防災・
減災情報の発信や災害時等において、確実かつ安定的な情報伝達を確保し、4K・8K の視聴環境を構築す
るとともに、耐災害性の強化を図ります。併せて、衛星 4K・8K 放送の再放送に対応するため局舎（阿南町
役場敷地内）の BS アンテナ、ヘッドエンド、送出設備等の設備を更新します。

305,701

地域防災計画改定業務
平成 26 年 2 月に策定した平谷村地域防災計画について、近年の大規模災害の経験と防災における社会情
勢の変化等に応じて、国の防災基本計画・県の地域防災計画改訂が公表されたことにより、関連計画及び関
連法令等との整合性を図るため、村地域防災計画を改訂する。

3,575

橋梁補修事業 道路メンテナンス事業（国庫補助）・橋梁修繕工事（椋沢 2 号橋）・
橋梁長寿命修繕計画事業（国庫補助）・橋梁長寿命修繕計画更新委託（柳橋他） 13,399

親子留学住宅建設工事 親子留学住宅建設工事（2 棟）
建設工事、工事監督業務委託料、造成工事 70,840

特
別
会
計

簡易水道特別会計 令和 6 年 4 月 1 日より公営企業会計へ移行するための法的化に係る会計制度構築費 3,585

農業集落排水事業特別会計 令和 6 年 4 月 1 日より公営企業会計へ移行するための法的化に係る会計制度構築費 3,585

歳
出
会
計　
12
億
７
７
，０
０
万
円

令
和
５
年
度 
主
な
事
業
概
要
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　特別 6 会計合わせた総額は、歳入歳出それぞれ 272,400 千円で前年比 269,700 千円（49.8％）の減額となりました。特に簡易
水道特別会計については大松沢浄水場設備工事等の完了により大きく減額しております。

会　計　名 ５年度 ４年度 増減額 増減率
一　般　会　計 1,277,000 1,030,000 247,000 24.0

特
別
会
計

国民健康保険特別会計 60,600 78,300 △ 17,700 △ 22.6
後期高齢者医療特別会計 8,300 8,300 0 0.0
国保直営診療所特別会計 27,200 27,400 △ 200 △ 0.7

介護保険特別会計 77,500 73,500 4,000 5.4
簡易水道特別会計 73,900 331,500 △ 257,600 △ 77.7

農業集落排水事業特別会計 24,900 23,100 1,800 7.8
特別会計　合計 272,400 542,100 △ 269,700 △ 49.8

合　　　計 1,549,400 1,572,100 △ 22,700 △ 1.4

（単位 : 千円）

発議第 1 号 平谷村議会の個人情報の保護に関する条例の制定について 3 月 10 日

議案第 1 号 平谷村情報公開・個人情報保護審査会条例の一部を改正する条例について 3 月 10 日

議案第 2 号 平谷村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について 3 月 22 日

議案第 3 号 平谷村廃棄物の処理及び清掃に関する条例の一部を改正する条例について 3 月 22 日

議案第 4 号 平谷村国民健康保険条例の一部を改正する条例について 3 月 22 日

議案第 5 号 平谷村農業委員会の委員の定数を定める条例の一部を改正する条例について 3 月 22 日

議案第 6 号 平谷村における太陽光発電設備の規制等に関する条例の制定について 3 月 22 日

議案第 7 号 工事請負変更契約の締結について 3 月 22 日

議案第 8 号 工事請負変更契約の締結について 3 月 22 日

議案第 9 号 令和４年度平谷村一般会計補正予算（第４号） 3 月 22 日

議案第 10 号 令和４年度平谷村国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 3 月 22 日

議案第 11 号 令和４年度平谷村後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 3 月 22 日

議案第 12 号 令和４年度平谷村国保直営診療所特別会計補正予算（第３号） 3 月 22 日

議案第 13 号 令和４年度平谷村介護保険特別会計補正予算（第３号） 3 月 22 日

議案第 14 号 令和４年度平谷村簡易水道特別会計補正予算（第３号） 3 月 22 日

議案第 15 号 令和４年度平谷村農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 3 月 22 日

議案第 16 号 令和５年度平谷村一般会計予算 3 月 22 日

議案第 17 号 令和５年度平谷村国民健康保険特別会計予算 3 月 22 日

議案第 18 号 令和５年度平谷村後期高齢者医療特別会計予算 3 月 22 日

議案第 19 号 令和５年度平谷村国保直営診療所特別会計予算 3 月 22 日

議案第 20 号 令和５年度平谷村介護保険特別会計予算 3 月 22 日

議案第 21 号 令和５年度平谷村簡易水道特別会計予算 3 月 22 日

議案第 22 号 令和５年度平谷村農業集落排水事業特別会計予算 3 月 22 日

請願第 1 号 免税軽油制度の継続を求める請願書について 3 月 22 日

陳情第 1 号 「最低賃金法の改正と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書 3 月 22 日

　

令
和
5
年
第
１
回
定
例
議
会

は
、
3
月
10
日
か
ら
22
日
ま
で
の

13
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

本
定
例
議
会
は
、
下
記
の
議
案

に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、
す
べ
て
原
案

ど
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

議
員
提
出
議
案
と
し
て
、
平
谷
村

議
会
の
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す

る
条
例
の
制
定
に
つい
て
決
定
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
他
に
請
願
１
件
、

陳
情
１
件
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

▽
一
般
質
問
　
小
池
一
広
　
議
員

　

温
泉
・
ス
キ
ー
場
の
存
続
に
つ

い
て

▽
一
般
質
問
　
齋
藤
政
俊
　
議
員

　

ひ
ま
わ
り
の
湯
業
績
回
復
に
つ

い
て

▽
一
般
質
問
　
西
川
範
明
　
議
員

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普
及

推
進
に
つ
い
て

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

令
和
5
年
第
1
回
定
例
議
会
（
3
月
）
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奨

学

制

度

阿智中学校
通学補助金

対　象…阿智中学校へ在学中の子を有する村民

補助金…月額 5,000 円（給食費分 3,000 円　通学費分 2,000 円）

高 校 進 学
補 助 金

対　象…高校へ在学中の子を有する村民
補助金…①阿智高校 ……………………… 月額 7,000 円
　　　　②飯田市及びその周辺の高校 … 月額 12,000 円
　　　　③上記以外の高校 ……………… 月額 5,000 円

奨 学 金
貸 付 制 度

対　象… 高校、大学、短大又はこれに準ずる学園等に在学する村民に無利子で貸付を行う
条　件…①学業成績が極めて優秀であること
　　　　②他の制度による奨学資金等を受けていないこと
　　　　③全日制の学生であること
　　　　④技能等の修得を目的とする者は村長が推薦した者とする
貸付額…高校 …………… 月額 2 万円
　　　　大学、短大等 … 月額 3 万円以内
貸付期間…在学期間中
返　還… 卒業、又は貸付の決定の取消し事由の生じた日の属する月の翌月から起算して 12 ヶ月を経過

した後から、貸付を受けた月数を通算した期間の２倍に相当する期間以内に年賦の均等払い方
式により、貸付を受けた奨学金を返還する。但し、全額又は一部を一時に返還することもできる。

定

住

対

策

制

度

就労奨励金
対　象… 村民の子又は孫で、中学・高校・大学・専門学校等を卒業と同時に村に在住し、村内企業又は

自営業及び村外企業等に引き続き６ヶ月以上就労及び通勤した方
奨励金…１人につき 10 万円

家 屋 新 築
補 助 金

対　象…  村民の方で、村内に住宅を新築する 50 歳以下の方
　　　　新規 UI ターン者の場合は全て 50 歳以下の者に限る
補助金…100㎡以上 100 万円

家 屋 増 築
補 助 金

対　象… 村民の方で、村内の住宅を増築する 60 歳以下の方
　　　　新規 UI ターン者の場合は全て 50 歳以下の者に限る
補助金…20㎡以上 25 万円

空き家取得
改 修 費 等
補 助 金

対　象… 村民の方で、村内の住宅を増築する 60 歳以下の方
　　　　新規 UI ターン者の場合は全て 50 歳以下の者に限る
補助金…経費の 1/2、限度額 50 万円
▽空き家取得改修費等の対象となる建物及び経費
　（対象となる建物）
　　取得が原則であるが、賃借契約（5 年以上）の場合も可とする　
　　誰も住んでいない一戸建て住宅（不動産貸付目的で建てられたものは除く）
　　店舗や事務所等を併用する住宅については、居住部分の用に供する部分のみとする
　（対象となる経費）
　　空き家の取得費及び改修に係る費用（内装、屋根、外壁等の生活するための改修など）
　　給排水設備工事に係る費用（但し、農業集落排水加入金は除く）
　　家財道具の引越し費用（引越し業者に支払うもの）

少
子
化
対
策
制
度

学校・保育所
給食費補助金

対　象…平谷小学校及び平谷村保育所に通学、通所する子の保護者

補助金…学校・保育所の給食費全額

結 婚 祝 金
対　象… 結婚時どちらかの生活基盤が本村にあり、永住を誓う男女のカップル

祝　金…1 カップル 15 万円

出 産 祝 金・
入 学 祝 金・
育 児 手 当

対　象… 就学前の乳幼児を養育する村民の方
　　　　入学祝金については平谷小学校へ入学する場合に限る
　　　　出産日の属する翌月より小学校へ入学する日の前月までに適用する
祝金等◇出産祝金 …… 子供 1 人につき 20 万円
　　　　入学祝金 …… 在村月数　×　2,000 円（就学時支給）
　　　　育児手当金 … 月額 1,500 円

社
会
福
祉
対
策
制
度

在宅福祉事
業等負担金
給 付 制 度

対　象…村内施設の通所及び訪問介護サービスを利用する介護認定者及び高齢者

給付金… 減免及び村が負担する額は同額とし、介護保険等公的機関からの補填分を除いた額の 1/2 とする

　上記の制度に関わる村民とは『本村に住民票を有し、生活の本拠を村内に置き、村や自治会行事等に参加し、且つ永住が見込まれる
方及び村税等を滞納していない方』　※詳しい内容は総務課までお問い合わせ下さい。

平谷村　過疎対策制度のご案内◇◇◇◇◇◇◇ ◇◇◇◇◇◇◇
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総 　 務 　 課

総務課長
（議会事務局長）

村松　啓伸
総務課全般

課 長 補 佐 相田　一弘 財政、企画、選挙、表彰

課 長 補 佐 塚田　賢一 議会、税務、広域

主 事 滝澤　美花 窓口、受付、統計、公共交通、庶務、給与共済、会計補助

主 事 補 吉村　祐輝 消防・防災、自主防災組織、自衛隊関係、DX 関係、CATV、広報、ふるさと納税

会計室
会 計 管 理 者 村松　啓伸 会計全般

暫 定 再 任 用 職 員 川上　順子 会計全般、監査補助、ふるさと納税補助

住 　 民 　 課

住民課長
（保育所長）
（ 社協事務局長）

原　　竜二
住民課全般
民生児童委員会

課 長 補 佐 阿部　清彦 国保、後期高齢、直診、年金関係、児童手当

主 任 安東　孝一 厚生、環境衛生、上下水道、戸籍・住基、DX 関係

保 健 師 平栗美由紀 保健師、保健予防、介護保険

（地域包括支援センター管理者）

主 事 補 鈴木　篤志 介護保険補助、住基補助、保育所補助、厚生補助、消費行政

会計年度任用職員 米村　ゆみ 栄養士、健康づくり、給食補助

保
育
所

主 事 三鬼　咲里 保育士

会計年度任用職員 三沢　和代 保育士

診
療
所

診 療 所 長 佐藤　　健 診療所医師

会計年度任用職員 相田　真弓 診療所事務員

産 業 建 設 課

産業建設課長
塚田　伸司
産業建設課全般
農業委員会

主 任 新井　　淳 農政、林務、国土調査関係

主 事 川上　修平 土木、農政補助、漁組、建築

主 事 畑中　悠樹 土木補助・商工観光、温泉、スキー場

協 力 隊 キングマイケル・大久保晴加・濱田悠樹・村井田　諒 地域おこし協力隊

自治会 自治会長 戸数 伍長 自治会担当者

新　町 西川　一成 23 6 阿部　清彦 平栗美由紀

西　町 小池　宏充 19 4 相田　一弘 滝澤　美花

中　町 脇坂　文彦 11 4 新井　　淳 畑中　悠樹

向　町 竹内佑太郎 22 3 塚田　伸治 吉村　祐輝

旭　町 熊谷　武人 31 6 原　　竜二 鈴木　篤志

入　川 加藤　伸也 9 9 （兼）新井　淳 （兼）畑中悠樹

中　平 後藤　光正 36 6 村松　啓伸 川上　修平

柳　平 宮澤まゆみ 19 5 安東　孝一 伊東　啓甫

平　松 早川　勝彦 12 3 塚田　賢一 笹原　悠衣

うつぼ 山口　　章 5 4 （兼）塚田賢一 （兼）笹原悠衣

計 10 187 50

平谷村役場事務分担表

令和５年度  平谷村消防団編成表 
（令和５年４月１日～令和６年３月31日） 令和５年４月１日現在

令和 5 年 4 月 1 日現在

令和５年度 自治会長（担当者）名簿
令和 5 年 4 月 1 日現在

副　村　長 塚田　　浩

村　　　長 西川 清海

教　育　長 滝澤　　浩

教 育 委 員 会

教育長
（公民館長）
（西川宗一）

教育全般

主 事 伊東　啓甫 義務教育、社会教育、公民館、移住定住

主 事 笹原　悠衣 義務教育補助、社会教育補助、移住定住補助

会計年度任用職員

新井弘美・小池晶子 給食調理員

鬼頭さおり 集落支援員

大田剛史・坪　夏歩・中川　駿・室谷拓馬 地域おこし協力隊

第一分団 分団長 霞　　英孝

第一班

分団長 霞　　英孝

安東　孝一 伊東　啓甫 キング ･ マイケル

中平防災倉庫 班　員 林　　直秀 渡邉健太郎 竹内佑太朗

三沢　　晃 林　　圭介 中川　　駿

班　　長 新井　　淳

第二班
西町詰所 班　員

西川　直貴 長崎　慎平 川澄　直之

川上　修平 川上　武利 濱田　悠樹

第三班

班　　長 塚田　利幸

市原　哲也 加藤　公理 石井　昭裕

旭町詰所 班　員 畑中　悠樹 鈴木　篤志 鈴木　篤志

室谷　拓馬

第四班

班　　長 税所　裕貴

平松詰所 班　員
山口　博彰 高見　英章 小林　雄介

吉田　紳悟 山口　智滉 大田　剛史

本　　部 団　長 塚田　賢一

副団長 川上　英智

本部長・旗手（分団長） 宮澤　友希

消防主任 吉村　祐輝
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こ
の
た
び
平
小
学
校
に
赴
任
し

ま
し
た
、
5
・
6
年
生
担
任
の
小

松
拓
磨
で
す
。
昨
年
度
ま
で
は
、

辰
野
西
小
学
校
に
勤
め
て
お
り
、

南
信
の
北
の
端
か
ら
南
の
端
へ
の

異
動
と
な
り
ま
し
た
。
初
め
て
平

谷
村
に
来
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
ま

だ
村
の
こ
と
は
全
然
わ
か
り
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
ひ
ま
わ
り
や
ト
ウ

モ
ロ
コ
シ
、
学
校
の
近
く
を
流
れ

る
川
や
豊
か
な
自
然
な
ど
、
数
日

で
多
く
の
魅
力
が
あ
る
こ
と
を
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
毎
日
を
過
ご
す
中
で
、
自
分
の

知
ら
な
い
新
た
な
平
谷
村
の
魅
力

に
出
会
え
る
こ
と
が
と
て
も
楽
し

み
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
平
谷

小
学
校
で
受
け
継
い
で
き
た
伝
統

や
行
事
な
ど
を
大
切
に
、
子
ど
も

た
ち
と
歩
ん
で
い
け
た
ら
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
地
域
の
皆
様
に
も

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
教
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
平
谷
小
学
校
に
赴
任
し

ま
し
た
清
水
美
紀
で
す
。
生
ま
れ

は
阿
智
村
で
す
が
、
飯
田
市
松
尾

か
ら
通
っ
て
い
ま
す
。
平
谷
に
は

ス
キ
ー
や
ス
ケ
ー
ト
に
も
来
た
こ

と
が
あ
り
、
こ
こ
で
働
け
る
こ
と

を
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。
主

に
図
書
館
・
理
科
・
家
庭
科
な
ど

で
お
世
話
に
な
り
ま
す
。
平
谷
の

植
物
や
歴
史
や
伝
説
を
調
べ
た
り

読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
、
子
ど
も

た
ち
が
本
を
好
き
に
な
る
よ
う
に

努
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。
村
の
方
に
は
、「
平
谷
に
は

こ
ん
な
言
い
伝
え
や
お
話
が
あ
る

よ
。
美
味
し
い
郷
土
料
理
は
こ
う

や
っ
て
作
る
ん
だ
に
」
と
教
え
て

い
た
だ
け
た
ら
と
て
も
嬉
し
い
で

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

　

こ
の
度
、
平
谷
小
学
校
長
と
し

て
赴
任
い
た
し
ま
し
た
、
保
坂
尚

貴
と
申
し
ま
す
。
塩
尻
市
よ
り
参

り
ま
し
た
。
赴
任
し
て
日
は
浅
い

で
す
が
、
平
谷
小
学
校
は
地
域
に

愛
さ
れ
、
そ
し
て
、
地
域
の
皆
様

の
お
力
を
存
分
に
お
借
り
し
て
、

充
実
し
た
学
校
教
育
が
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
を
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
ま

す
。
村
民
の
皆
さ
ん
の
ご
期
待
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
、
平
谷
村
の
未

来
、
希
望
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
さ
ら
に
充
実
し
た
教
育
が

で
き
る
よ
う
、
教
職
員
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
を
い
た
だ

け
れ
ば
幸
い
で
す
。
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 保

坂
　
尚
貴

小
松
　
拓
磨

清
水
　
美
紀

学
校
新
任
職
員
の
紹
介

　

は
じ
め
ま
し
て
。
新
し
く
平
谷

小
学
校
に
来
ま
し
た
。服
部
で
す
。

山
と
川
に
囲
ま
れ
た
学
校
で
過
ご

す
の
は
初
め
て
で
す
。
山
登
り
が

好
き
で
す
。
去
年
は
風
越
山
や
笠

松
山
、
駒
ヶ
岳
、
富
士
山
に
登
り

ま
し
た
。
今
年
は
平
谷
小
学
校
の

裏
山
で
、
子
ど
も
た
ち
と
た
く
さ

ん
遊
び
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

高
嶺
山
に
も
挑
戦
し
た
い
で
す
。

み
ん
な
が
笑
顔
で
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
き
た
い

と
思
い
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

服
部
　
慎
也

　

総
務
大
臣
か
ら
平
谷
村
担
当
の

行
政
相
談
員
に
、
高
見
義
夫
さ
ん

が
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
政
相
談
員
は
行
政
な
ど
に
つ

い
て
相
談
に
応
じ
て
、
ア
ド
バ
イ

ス
を
し
た
り
、
関
係
す
る
役
所
な

ど
に
連
絡
し
た
り
し
ま
す
。

　

困
っ
た
こ
と
、
わ
か
ら
な
い
こ

と
な
ど
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

行
政
相
談
員
委
嘱
に
つ
い
て

戸
籍
の
窓
口

（
令
和
5
年
２
月
～
４
月
）

お
く
や
み（
敬
称
略
）

塚
田　

愛
惠
（
新
町
）　　

99
歳

西
川　

壽
一
（
新
町
）　　

91
歳

塚
田　

吾
一
（
西
町
）　　

72
歳

伊
吹　
　

よ
（
西
町
）　　

92
歳

※�

年
齢
は
、
満
年
齢
で
表
示
し
て

い
ま
す
。
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税
金
・
料
金

　
　
　
　
　
　

  

納
期
月

村
県
民
税
（
普
通
徴
収
）

固
定
資
産
税

軽
自
動
車
税

国
民
健
康
保
険
税

（
普
通
徴
収
）

介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
）

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

（
普
通
徴
収
）

農
業
集
落
排
水
使
用
料

水
道
使
用
料

住
宅
使
用
料

教
員
住
宅
使
用
料

土
地
敷
地
料

清
掃
料
金
（
し
尿
）

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
使
用
料

口座振替日
（自動引落）
毎月 25 日
再振替日／
翌月 7 日

※ 振替日が土日
祝日の場合は
翌営業日

4 月 1 期 1 期 4 期 1 期 1 期

随　
　

時

5 月 1 日 ㈪

5 月 1 期 2 期 2 期 2 期 5 月 31 日 ㈬

6 月 1 期 3 期 3 期 3 期 1 期 6 月 30 日 ㈮

7 月 2 期 4 期 1 期 1 期 4 期 4 期 7 月 31 日 ㈪

8 月 2 期 5 期 2 期 5 期 5 期 8 月 31 日 ㈭

9 月 6 期 3 期 6 期 6 期 10 月 2 日 ㈪

10 月 3 期 7 期 4 期 2 期 7 期 7 期 10 月 31 日 ㈫

11 月 8 期 5 期 8 期 8 期 11 月 30 日 ㈭

12 月 3 期 9 期 6 期 9 期 9 期 1 月 4 日 ㈬

1 月 4 期 10 期 7 期 3 期 10 期 10 期 1 月 31 日 ㈫

2 月 4 期 随時 8 期 11 期 11 期 2 月 29 日 ㈭

3 月 随時 9 期 12 期 12 期 1 期 4 月 1 日 ㈯

こんなに便利

・指定した預貯金口座から、振替日に自動引き落としされます。
・納期のたびに金融機関などへ行く必要がありません。
・一度手続きをすれば、毎年継続されます。
・納付確認は、通帳記帳によりできます。

申し込み手続き ・口座振替申込書を役場もしくは金融機関に提出して下さい。
・必要なもの　預貯金通帳、届出印、村税等の納付書

取扱金融機関 ・八十二銀行　　　・みなみ信州農業協同組合
・飯田信用金庫　　・ゆうちょ銀行・郵便局　　　以上の本支店

口座振替の注意
・口座引落日は、25 日です。なお、再振は、翌月７日となります
・口座の預金が不足している場合は振替ができません。
・口座振替の開始は手続きした翌月分からになります。

税金・料金は納期限まで
に納めましょう令和５年度 村税等納期の一覧

便
利
な
口
座
振
替
で
納
め
ま
せ
ん
か

長野県から自動車税の納税通知を発送します。
5月中旬にはお手元に届きますので、納期内のご納付をお願いします。
金融機関・郵便局・コンビニエンスストア・県税事務所の窓口・クレジットカード・
ペイジー・スマートフォンアプリなどで納付できます。

自動車税の納付期限は 5月 31日㈬です

お問い合せ　長野県南信県税事務所飯田事務所　☎ 0265-53-0405、0406、0407

〜 済ませてね　忘れず早めに　自動車税 〜
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「電波の不正利用は、電波法違反、犯罪です！」
6月 1日から 10 日は、電波利用環境保護周知啓発強化期間

電波を利用する時は、必ずルールを守りましょう！
　◯無線機器を使用の際は「技適マーク」　　の確認を
　◯電波の利用には、原則免許が必要です
　◯外国規格の無線機器にはご注意を

令和５年度自衛官募集 !!
　　　やりたい仕事が、きっと見つかる

問い合わせ：自衛隊長野地方協力本部飯田出張所　☎ 0265（22）2613
場　　　所：飯田地方合同庁舎　１階

お気軽に
　お問い合せく

ださい！

募集種目 受検資格 受付期間 試験期日 合格発表
【自衛官】
曹候補生

18 歳以上
33 歳未満の者

7 月 1 日㈯ ～
9 月 5 日㈫

1 次試験　期間中うち 1 日
9 月 15 日㈮～ 24 日㈰ 11 月 24 日㈮

【自衛官】
幹部候補生

18 歳以上
33 歳未満の者

年間を通じて
行っております

受付時または HP にて
お知らせします

受験時に
お知らせします

【自衛官】
航空学生

（海自、空自）

海自：18 歳以上
23 歳未満の者

空自：18 歳以上
21 歳未満の者

（いずれも高卒者または高専
3 年次修了者（見込み含）

7 月 1 日㈯
～ 9 月 7 日㈭ 1 次試験　9 月 18 日㈪ 令和 6 年

1 月 16 日㈫

【自衛隊員】
防衛大学校学生 一般

18 歳以上 21 歳未満の者
（高卒者（見込含）又は高専

3 年次修了者（見込含））

7 月 1 日㈯ ～
10 月 18 日㈬

1 次試験
10 月 28 日㈯

令和 5 年
12 月 28 日㈭

【自衛隊員】
防衛医科大学校医学科学生

7 月 1 日㈯ ～
10 月 11 日㈬

1 次試験
10 月 21 日㈯

令和 6 年
1 月 30 日㈫

【自衛隊員】
防衛医科大学看護科学生
（自衛官候補看護学生）

7 月 1 日㈯ ～
10 月 4 日㈬

1 次試験
10 月 14 日㈯

令和 6 年
2 月 2 日㈮

【自衛隊員】
貸費学生 技術 大学の理学部、工学部の 3・4 年次

又は大学院修士課程に在学者
6 月 1 日㈭ ～
11 月 10 日㈮ 12 月 3 日㈰ 令和 6 年

3 月 1 日㈮

【自衛隊員】
予備自衛官補

一般 18 歳以上 34 歳未満の者
6 月 1 日㈭ ～
9 月 21 日㈭

9 月 23 日㈭ ～
10 月 9 日㈪

うち 1 日
11 月 9 日㈭

技能 18 歳以上で国家免許資格等を有する者
（資格により年齢上限は 53 ～ 55 歳未満）

令和５年度　自衛官等採用案内

問い合わせ先　　信越総合通信局
★不法無線局に関すること　　　監視調査課	 （電話：026-234-9976）
★包装の受信障害に関すること　受信障害対策官	 （電話：026-234-9991）

採用時期：令和 6 年 3 月中旬〜 4 月上旬（予備自衛官の訓練開始時期は 7 月以降）
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入園式

地
域
お
こ
し
協
力
隊
紹
介

地
域
お
こ
し
協
力
隊
紹
介

方
々
の
温
か
さ
、
子
ど
も
達
が
取
り
組
む

一
生
懸
命
な
姿
を
魅
力
と
し
て
、
外
へ
発

信
で
き
る
よ
う
に
頑
張
り
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

　

皆
様

初
め
ま

し
て
。

昨
年
８

月
1
日

よ
り
産

業
建
設

課
地
域

町
起
こ

東
京
か
ら
平
谷
村
へ
地
域
お
こ
し
協
力

隊
と
し
て
赴
任
し
て
き
ま
し
た
。
ひ
ら

ひ
ら
平
谷
の
運
営
と
、
平
谷
小
で
実
践

し
て
い
る
先
進
的
な
活
動
や
、
村
民
の

の
か
か
わ
り
を
学
び
た
く
て
埼
玉
県
か

ら
こ
の
平
谷
村
へ
来
ま
し
た
。

　

平
谷
村
へ
は
五
年
前
に
一
度
訪
れ
た

こ
と
が
あ
り
、
そ
ん
な
思
い
出
の
地
で

皆
様
か
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ
て
い

た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

室
谷
　
拓
馬

中
川
　
　
駿

村
井
田
　
諒

し
隊
と
し
て
勤
務
さ
せ
て
頂
い
て
お
り
ま

す
、【
村
井
田　

諒　

む
ら
い
だ　

り
ょ

う
】
と
申
し
ま
す
。
ま
だ
直
接
ご
挨
拶
で

き
て
い
な
い
村
民
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
お
会
い
す
る
機
会
が
あ
り
ま
し
た

ら
是
非
ご
挨
拶
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

　

担
当
業
務
は
【
林
業
】
で
す
。
平
谷
の

山
々
に
敬
意
を
払
い
、
丁
寧
に
業
務
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。個
人
的
に
は
、

球
技
、
絵
画
、
音
楽
、
木
工
装
飾
等
が
趣

味
で
す
。
老
若
男
女
国
籍
問
わ
ず
多
く
の

方
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
れ
た
ら

有
難
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

地
域
と
子

ど
も
た
ち

や
、
地
域
と

学
校
と
保
育

所
、
行
政
と

子
ど
も
た
ち

　

令
和
４
年

９
月
よ
り
ひ

ら
ひ
ら
平
谷

で
活
動
さ
せ

て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。


